
        きょうかいがっこうコーナー                  ７月１９日(日) 
 

ねんかんだい１６主日   きょうのふくいんしょ （マタイ１３.２４～３０） 

 
きょうかいがっこうのみなさま、おげんきですか。せんしゅうはおおあめがふって、たくさんのかたがたがいえをなくし

たり、はたけがだめになったり、いえのなかもどろだらけで、かたずけにおわれているようです。わたしたちは、このかた

がたのためになにかできることがありませんでしょうか。みんなでかんがえてみましょうね。 

 

きょうのふくいんはせんしゅうのつづきで、また、たねまきのたとえばなしです。 

 

イエスは、べつなはなしをもちだされた。「てんのくにはつぎのようにたとえられている。あるひとがよいたねをはたけにま

いた。ひとびとがねむっているあいだに、てきがきて、むぎのなかにどくむぎをまいていった。めがでて、みのってみると、ど

くむぎもあらわれた。しもべたちがしゅじんのところにきていった。「だんなさま。はたけにはよいたねをおまきになったでは

ありませんか。どこからどくむぎがはいったのでしょう。」しゅじんは「てきのしわざだ」といった。そこで、しもべたちが「で

は、いってぬきあつめておきましょうか。」というと、しゅじんはいった「いや、どくむぎをあつめるとき、むぎまでいっしょにぬ

くかもしれない。かりいれまで、りょうほうともそだつままにしておきなさい。かりいれのとき、まずどくむぎをあつめ、やくた

めにたばにし、むぎのほうはあつめてくらにいれなさい」とかりとるものにいいつけよう。」 

 

 

わたしたちはみみにたくさんのことばがはいってきま

すね。しかしときどきそのことばがきこえてもこころま

でとどかない、あるいはきこえないようにすることもあ

りますね。またとくべつにこころできこえるこえに二つ

のこえがあることをしっていますか。それは「よいこと

をするためにきこえるこえ」と「わるいことをするために

きこえるこえ」です。きょうのふくいんに「よいむぎ」と

「どくむぎ」がかいてありますね、それは「よいこえ」と

「わるいこえ」なんです。それはじぶんにどのこえがお

おきくきこえるかによって、よいことをいっぱいする

か、またはわるいことをいっぱいするかになってきま

す。 
 
 

リーダーがきいたはなしをみんなにきかせたい。 

ひとりのおとこのこはかつおくんといって、いつもの

おともだちとあそんでいたとき、ひとりのおなじくみの

おとこのこがきて、こえをかけられたそうです。「かつ

お、ほんやさんへいって、ぼくがよみたいまんがをとっ

てこい」といわれたそうです。そのとき、かつおくんは

きゅうなことでしたから、びっくりして、そのこえが「わ

るいこえ」だとこころでかんじましたが、まよっていまし

た、いかなかったらいじわるされる、いったらわるいこ

とになる、どうしようと、かんがえているうちに、きょう

のイエスさまのたとえばなしをおもいだしました。イエ

スさまのこえがかつおくんのこころまでひびいたのですね。「よいこえ」「わるいこえ」がはっきりしていましたね。そのあと、

かつおくんはどうしたとおもいますか。やっぱりイエスさまのこえをきくようにして、ほんやさんにいかなかった。「わるい

こえにまけなかったことで、かつおくんはとてもよろこびをかんじました。 

 

かみさまはいつもわたしたちといっしょにいるので、こころのみみをすましてごらん、かならずかみさまのこえがきこえ

てくるよ。そしてきょうのふくいんのように「どくむぎが」じぶんのこころにはいらないように、いのりましょうね。 

もし、せいしょをもっていたら、きょうのマタイのふくいんしょのところには、ほかにもいろいろなたとえばなしもかいて

あるので、よんでみてね。 

えをみながら どんなはなしだったか おかあさんと

はなしましょう 

よるになると なんにちかたってから・・・ 


